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	利益が残るお金の整え方
	売上と経費を"つなげる"経営へ — 頑張っているのにお金が残らない、そのループを今日で終わらせましょう。

	利益が残る お金の整え方
	売上はあるのに苦しい起業女性へ この講座は、忙しく走り続けているのにお金が手元に残らないと感じている起業女性のための講座です。 今日は「構造」から見直していきます。

	今日のゴールを確認しましょう
	① なぜ残らないのか
	② 何を見直せばいいのか
	③ 利益が残る構造とは

	あなたは今、こんな状態ではありませんか？
	売上はある
	でもお金が残らない
	忙しいのに楽にならない

	経営者の目線
	利益が残る売上目標の立て方
	集客だけでは安定しない

	単価とリピートを 整える
	4つのフェーズ
	・商品を作る ・最初のお客様 ・SNS認知 ・実績づくり

	こんな不安、毎月感じていませんか？
	何に使ったかわからない
	月末が不安でたまらない
	「足りるかな」が頭を離れない
	気づいたらマイナスになっている

	なぜ苦しい状態が続くのか？
	① 売上と利益を分けて見ていない
	② お金の流れが整理されていない
	③ 時間の使い方がズレている
	① 売上と利益を分けて見ていない

	売上＝利益ではない
	② お金の流れが整理されていない

	家計と事業のお金 混ぜるなキケン
	③ 時間の使い方がズレている

	忙しい女性にとって 時間はお金と同じ！
	利益が残らない人に共通すること
	利益が残らない人は、"感覚"でお金を使っています。
	「今月の売上だいたいこのくらいかな」「経費、だいたいこのくらいかな」 ——この感覚ベースで動くと、いつまでも利益が残らないまま
	感覚でお金を使い続ける限り、売上が増えても不安は消えません。


	利益が残る人に共通すること
	利益が残る人は、"数字"を把握している
	売上・経費・通帳のお金・SNSのフォロワー数・ラインの登録者・メッセージの開封率 ——利益が残せる人はすべて数字を把握しています
	経営におけるお金の管理は、感情や感覚ではなく、数字と仕組みに基づいて行う必要があります。 それが「利益が残る構造」への第一歩です。
	感覚で動く⇒数字を見て動くへ変えていきましょう



	利益を残すために
	売上アップ × コストダウン

	穴が開いたバケツに いくら水を注いでも 水はたまらない
	バケツに開いている"穴"を確認しましょう
	固定費の罠に気をつけて
	こんなツール、使い続けていませんか？
	Canva Pro
	ChatGPT Plus
	その他ツール類
	問題の本質
	自己投資の落とし穴

	回収できていますか？
	危険サイン：このループに入っていませんか？
	講座・セミナーが増える
	元に戻る
	時間だけが減る
	売上は変わらない
	もう一つの大きな問題

	自分で全部 やっていませんか？
	「自分でやりすぎ」がもたらす損失
	SNS投稿
	経理・帳簿

	LINE返信
	予約管理
	雑務すべて


	「自分でやる」の落とし穴
	お金をかけずに自力で何とかしよう
	実際に起きていること

	頑張っているのに売上ゼロ！
	①無料情報は「入口まで」だから
	無料情報はすべての情報は出さない 万人向けの情報なので、自分に合った情報ではない

	②お金を払わないと本気にならない
	無料サンプルのコスメと10,000円のコスメ、 どっちを大事に使う？
	脳は「痛み」がないと本気モードに切り替わりません。 無料情報を集めているだけでは「いつかやろう」のまま



	外注の本質を変えてみましょう
	雑務を外注する
	時間が生まれる
	利益が増える
	SNS・経理・返信などを任せる


	ここが一番のズレポイントです
	多くの女性起業家がやっていること
	✗ 売上を上げようとする ✗ もっと集客する ✗ 新しい商品を作る ✗ SNSをもっと頑張る

	でも、こっちが抜けている
	本当に必要なこと
	売上を上げる努力と、利益が残る構造を作る努力、この両方が揃って初めてお金は手元に残ります。
	売上アップだけを追い続けることは、穴の開いたバケツに全力で水を注ぐことと同じです。
	構造なき売上アップは、疲弊を加速させるだけです。


	今の自分を整理してみましょう
	自分が得意なこと
	後回しにしているところ
	お客様に喜ばれているところ
	このまま放置したらどうなる？
	今の自分を整理してみましょう
	自分が得意なこと
	後回しにしているところ
	・インスタ発信  ・LINE配信 ・商品を作る ・経理

	お客様に喜ばれているところ
	このまま放置したらどうなる？
	一番気になることはどれですか？
	自分が得意なこと
	後回しにしているところ
	・インスタ発信  ・LINE配信 ・商品を作る


	このまま続けますか？ それとも見直しますか？
	このまま放置したらどうなる？
	お客様に喜ばれているところ

	利益が残る構造に必要な4つのこと
	① 売上を作る
	利益の土台となる売上の仕組みを作る・強化します。DAY1で学んだ内容がベースです。

	② 無駄を削る
	使っていないツール・回収できていない投資・家計との混在を整理します。

	③ 手放す
	自分でやらなくていい作業を外注・自動化し、時間を売上につながる仕事に集中させます。

	④ 整える
	お金の流れを可視化・管理する仕組みを作り、毎月確認できる状態にします。


	片方だけでは足りません
	最も大切なメッセージ

	利益が残らないと お金は楽しくなりません
	利益が残ると、何が変わるのか？
	✨ 余裕ができる
	🌱 選択肢が増える
	🔭 未来が描ける

	利益が残ったら、次は「どう使うか」
	利益を残すことがゴールではありません
	利益は「残すもの」ではなく、「未来への種まき」に使うものです。
	利益が残ると、次に考えることが変わります。

	次のステージで考えること
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